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近年，早期離乳による子牛の育成法の普及に伴って，一定短時日内における飼料構成の変

換技術が子牛育成の成否にかかわる lつのポイントとなって来た。また，子牛育成の省力化，

効率化の側面から粗飼料主体育成に切替える時期も早くなって来ている。

従来，育成用粗飼料としては乾草が常用され，生牧草やサイレージ等の多tl"i弘飼料への切

替えは消化障害等を生ずる危険が大きいので，特に慎重にすべきことが指摘されているの。

一般に，乳牛における飼料の急変は第一胃内微生物相の変化を招き，これに基づいて飼料

撰取量や増体量並びに泌乳牛では乳量等の生産反応の低下を引き起こす事が知られており20，

飼料の切替えに当っては第一胃内微生物相が新しい飼料に適応して行く時間を見込み，徐々に

切替えて行くことが望ましいとされている叫問、

一方，反甥家畜の窒素利用の面から見ると，サイレージや生草のような多汁性組飼料には

易溶解性の窒素区分が多く含まれているため同>6'乾燥性飼料から多行性飼料への変換は第一

胃内で7'/モニアの分割と取込みを中心とする窒素代謝に大きな影響を及ぼすと考えられる。

本実験は子牛の多汁性飼料への消化生理上の順応に関する法礎的な情報を知ることを主目

的として行われたもので，幼齢子牛の給与粗飼料を乾草から生草へ急変した場合と，牧草サイ

レージへ急変した場合について，第一胃内性状の変化を窒素成分の変化を中心として粗飼料の

質的な変換が幼齢子牛に与える影響を第一胃内代謝産物の変動を指標として検討した。
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